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養殖イワナに寄生したカイアシ類Sα加加cokz
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InfectionofWhitespottedCharr,SZz伽伽"ｓ〃ＣＯ"αe"zS，

RearedinToyamaPrefecture

byStz加加山αzゆ加な(Copepoda：Lemaeopodidae）
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Abstract

ThepresentreportdescribesforthefirsttimethepresenceofSZz加加ＣＯ〃αzゆわ"jS

inwhitespottedcharr，Ｓ上z伽伽z＃ｓ〃"ＣＯ?”〃zS，rearedatfishfarmsinToyama

Prefecture,Japan・PreferredattachmentsiteofSczzゆ伽jSwasthebuccalcavity・

Prevalenceandmeanintensityofinfectionincreasedwithincreasingforklengthof

thehost､Noinfectionwasfoundonthefishbeｔｗｅｅｎ８１ａｎｄｌ６０ｍｍｉｎｆｏｒｋｌｅｎｇｔｈ．

Keywords：Copepoda，Lernaeopodidae,parasite,Ｓ上z/”"ＣＯ〃αzゆ加心SZz伽/伽ｚｆｓ

伽ＣＯ”e"jS,whitespottedcharr

サルミンコーラは，サケ科魚類に寄生することが知られているカイアシ類で,我国では，イワナ

Stz/zﾉe伽zfs伽ＣＯ池αe城とヤマメＯ〃ＣＯ伽"c〃zfs抑zaso〃からＳ上z/”"coAzaz/加〃伽sjs（Hoshina

andSuenagal954；Kabatal969；保科･西村１９７６；西村･保科1977)，イトウＨ"c肋Ｐｅγ73ﾉﾉ

からＳ,s〃〃zfs（Kabatal986；ＮａｇａｓａｗａａｎｄＵｒａｗａｌ９９１；Nagasawae/α11994)，イワ

ナ，オショロコマＳ,”伽z，ミヤベイワナＳ”〃α加加伽，カワマスＳ､/b"伽α/js及びニジ

マスＯ､〃Zyﾙﾉ３sからＳ､αzゆ伽jＳ（Nagasawaaan995）の３種が見出されている。これまで富

山県内のサケ科魚類からこれらの種の寄生例が報告されたことはなかったが，1993年に養殖場で

飼育されていたイワナにＳｔｚ加加c吻属の寄生がみられ，その形態的特徴は，Kabata(1969)の記

載した特徴と一致することから，Ｓ,αzゆわ城と同定された。富山県内の養殖魚における本種の寄

生例は初めてであり，Ｓ,αzゆわ城の寄生率，寄生数及び寄生部位を調べたので報告する。

材料及び方法

調査したイワナは，1993年の５～９月及び'996年11月に富山県内の５カ所の養殖場（Ａ，Ｂ，

Ｃ，Ｄ，Ｅ）から採集した（Fig.１)。1993年に４カ所（Ａ～Ｄ）で，1996年に２カ所（Ｃ，Ｅ）

で，１養殖場につき１０～44尾,両年併せて計136尾のイワナを採取し，試験に供した。３カ所（Ａ

＊富山県水産試験場（ToyamaPrefecturalFisheriesResearchlnstitute,Namerikawa,Toyama936,Japan）
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～Ｃ）の養殖場から得られた供試魚は，生年の異なる２つの飼育群から構成されていた。イワナ

は氷蔵して富山県水産試験場に持ち帰り，生鮮の状態で，または凍結(-20℃）後解凍してから飼

育群別に尾叉長，標準体長，体重の測定を行い，体表，鯉蓋内側，各鰭，口腔を肉眼で観察し，

Ｓａｚゆ加応を計数した。供試魚のうち，尾鰭欠損の認められなかった個体について標準体長と尾

叉長の相関式，Ｙ＝0.8665Ｘ＋4.1254(Ｘ：尾叉長，Ｙ：標準体長，Ｒ＝0.9983）を求めた。尾鰭

欠損のために尾叉長の測定ができなかった個体については標準体長のみを測定し，後に，上記の

標準体長と尾叉長の相関式を用いて尾叉長に換算した。寄生の程度は，寄生率(被寄生魚の頻度)，

平均寄生数（被寄生魚１尾当たりの平均寄生数）及び相対寄生数（検査魚１尾当たりの平均寄生

数）で示した。

Ｔｈｅ」ａｐａｎＳｅａ
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Fig.１MapofToyamaPrefectureshowingcollectionlocalitiesforStzんe”ｚ４ｓ
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結 果

1993年と1996年のS.carpionisの寄生状況を Table1及び2に示した。 1993年では，調査した

養殖場(A--D)のすべてにおいて S.caゅionisが見出された。 1996年の調査では，養殖場CでS

carpionisが見出されたが，養殖場Eでは認められなかった。

Table 1. Prevalence and mean intensity of Salmincola caゆionisfound on whitespotted charr， Salvelinus 
leucomaenis， reared at fish farms in Toyama Prefecture in 1993. 

Sampling farm A A B B C C D 

Date of sampling May.20. May.20. Jun.11. Jun.11. Aug.26. Aug.26 Sept.21. 

N umber of fish examined 30 10 9 12 5 5 10 

Range of fork length (mm) 174-232 311-350 195-216 248-313 195-215 237-264 175-202 

N umber of fish infected 15 10 。 12 。 3 

Number of parasites found 39 50 。 99 。 16 

Prevalence1) (%) 50.0 100 。 100 。 60.0 10.0 

Intensity range 1-7 1-13 。 2-21 。 1-12 

Mean intensity2) 2.6 5.0 。 8.3 。 5.3 1.0 

Relative density幻 1.3 5.0 。 8.3 。 3.2 0.1 

1) Percentage of infected fish in a sample. 
2) Mean number of parasites per infected fish. 
3) Mean number of parasites per fish examined. 

Table 2. Prevalence and mean intensity of Salmincola caゆionisfound on whitespotted 
charr， Salvelinus leucomaenis， reared at fish farms in Toyama Prefecture in 1996. 

Sampling farm C C E 

Date of sampling Nov.21. Nov.21. Nov.20. 

N umber of fish examined 8 3 44 

Range of fork length (mm) 96-115 372-417 118-209 

N umber of fish infected 。 3 。
Number of parasites found 。 54 。
Prevalencel) (%) 。 100 。
Intensity range 。 11-31 。
Mean intensity幻 。 18.0 。
Relative density3) 。 18.0 。
1) Percentage of infected fish in a sample. 
2) Mean number of parasites per infected fish. 
3) Mean number of parasites per fish examined. 
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Ｓａｚゆ加応の寄生状況を飼育群別にみると，1993年と1996年の両調査とも，Ｓａｚゆ加応の寄

生が認められない飼育群があったが,寄生のみられた飼育群では,寄生率は10～100％の範囲にあっ

た｡寄生のみられた飼育群の平均寄生数と相対寄生数は各々１．０～18.0及び0.1～18.0の範囲にあっ

た。被寄生魚１尾当たりの寄生数は，1993年で1-21,1996年で11-31であった。

1993年と1996年に採集した供試魚の尾叉長と寄生率及び平均寄生数の関係をＴａｂｌｅ３にまとめ

て示した。８１～160mmの階級のイワナにおける寄生率は0％であったが，尾叉長が大きくなるにし

たがって寄生率も増加し，281mm以上の階級では100％であった。また，平均寄生数は，増減はあ

るものの尾叉長の増加とともに増加する傾向がみられた。

Ｓ,αzゆ伽ｉｓは,すべてイワナの口腔のみから検出され,口腔以外の部位に寄生は認められなかつ

た。Ｓ､αzゆわ城は口腔の口蓋部と口床部に認められ，口腔に面した鯉弓にも認められた。

Table３．Relationshipsbetweenforklengthofhostsandprevalenceormeaninteｎｓｉｔｙｏｆ

Ｓｔｚ伽加CO〃αzゆわ"ぬfoundonwhitespottedcharr,Ｓ上zんe"２４ｓ〃"CO”αe"zs,ｒｅａｒｅｄａｔ

ｆｉｓｈｆａｒｍｓｉｎＴｏｙａｍａＰｒｅｆｅctureinl993andl996．
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Sczzゆｉ０砿は，我国ではこれまでに長野県梓川に生息する天然のイワナ，カワマス，両種の交

雑種並びニジマス，岩手県内水面水産指導所（岩手県松尾村）で飼育されていたイワナとニジマ

ス，青森県浅虫水族館で飼育されていたイワナ，オショロコマ，ミヤベイワナ及びカワマスから

発見されている（Nagasawae/αﾉ.1995)。しかし，民間養殖場の飼育魚における寄生例はこれ

まで報告されておらず，今回の報告は民間養殖場のイワナにおける我国で最初の寄生例である。

今回の調査で，４カ所の養殖場からＳ､αzゆ”たが見出された。Ｓａｚゆ加応が，元々富山県に

分布していたか否かについては調べられていないが，養殖場Ｃでの聞き取りでは，他の養殖場か

察

1）Percentageofinfectedfishinasample、

2）Meannumberofparasitesperinfectedfish．

考
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ら移入した魚に初めてs.carpionisが認められ，以来，毎年みられるという o この養殖場では1990
年頃から S.carpionisがみられ始めたが，寄生虫が持ち込まれた年を特定するまでに至らなかった。

富山県内で、は養殖場開で稚魚のみならず成魚、の売買もごく普通に行われているのて二それにとも

ない S.carpionisの分布域が拡大した可能性は十分に考えられる。

イワナにおける S.carpionisの寄生率と平均寄生数は，イワナの尾叉長の増加とともに増加する

傾向がみられた。岩手県内水面水産指導所で飼育されていたイワナ及び長野県梓川で採集された

イワナの尾叉長(梓川では体長)と S.carpionisの寄生率と寄生数との関係が調べられている

(Nagasawa et al. 1995)。それによると，富山県の場合と同様，寄生率及ぴ平均寄生数は，イワ

ナの尾叉長の増加とともに増加する傾向がみられている。ただし，梓川で、は体長50-90rnrn及び100-140

mmの階級で、3前後の平均寄生数が観察されている。この体長階級は，今回用いた体長・尾叉長関

係式に当てはめると，尾叉長54-99rnrn及ぴ111-157rnrntこ相当する o 今回の調査では，この階級とほ

ぼ重複する81-120rnrn及ぴ121-160rnrnの尾叉長階級で・S. carpionisの寄生が認められなかった。通常，

県内のイワナ養殖場では，尾叉長100rnm前後までの稚魚、は，主に地下水あるいは湧水で飼育された

後，成魚池や親魚池の排水の入らない上流部の飼育池に収容されるので，養殖場の当歳魚、がS

carpionisの寄生を受け始める時期は，天然魚よりも遅いものと考えられる。このため150mm前後ま

での比較的小型のサイズでは，天然魚と養殖魚では， S. carpionisの寄生率や平均寄生数に差が出

るのではないかと考えられる o
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要 約

富山県内の養殖場5カ所で飼育されていたイワナの口腔から S.carpionisが見出された。これま

で我国では民間養殖場で飼育されているイワナに S.caゆzonzsが寄生していたとの報告はなく，今

回の報告は民間養殖場における我国て最初のS.carpionis寄生例と考えられる。 S.carpionisが富

山県に分布していたか否かについては調べられていないが，養殖場での聞き取りでは，S.caゆzonzs

は， 1990年頃に他の養殖場から移入した魚にみられたということから， S. carpionisは他の養殖場

からイワナを移入した際にイワナとともに養殖場に侵入した可能性が考えられる o 寄生率と平均

寄生数はイワナの尾叉長の増加とともに増加した。比較的小型のサイズのイワナでは S.caゆzonzs

の寄生は認められず，既報の同程度のサイズの天然イワナにおける寄生状況とは異なっていた。

この原因として，通常県内の養殖場では， 100mm前後までのイワナの稚魚は地下水や湧水を主体に，

成魚や親魚と区別して飼育され，飼育池に移した後も成魚池や親魚池の上部に位置する池に収容
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され，成魚池や親魚池の排水が稚魚池に使用されることがないことによるものと考えられる。
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